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あ
が
ぅ6

奶
一
の
i

震

I
 .Mathematics f

l
c
o
§
?
d

 s
t
a
l
l

 (

經
康
者
及
び
銃
計
學
者S

S
礎
數
學)

は 

ノ
 

.ァヴ

.す
1
ト
大g,
の
■ク

ラ
ム
，敎
授
の|
に

成

ー

警

：の

」

で

，
：
一
敎
授
_

在
の
.
ア
メ

 

I
に
於
け
：.る
有
數
な
經
濟
學
者
で
あ
。
兼
ね
て
著 

名
な
統
計
學
者
でJ

事
は
改
め
て
喋
f
 

I

I

W

Q

:

本

書

-
^
0
1 

,
.
o
f 

.Ec§
mlcs.

本
年
五
月
.號
の
附
錄
で
あ
る
。'有
益
な
硏
究
.盖

行
書
又
は
別
刷
附
錄_

5
採
る
外
は
な
.い
が
、
後
者
I

式
は
麵
以
外
で
へ
は
餘

_

•伯 

)

林
景
氣
硏
究
所
の：
.

s
o
ndifte 

f
其
の
代
表
的
I

心
？

も
と
れ
に
倣
っ
て
今
後
年.一
囘
.の
豫
|
で
別
.刷
附
錄
を
發
行
ず
る
事
に
太
り.、
.そ
：の
：第
；

K

闸
と
し
て
本
書
が
選
ば.れ
た
P
で
あ
る
。

本
書
の
自
的
は
馨
S

管
初
等
代
數
學
及

S

何

學
S

め

た

程

度I
'人
’
S

I
答
 

般
I

し
ヒ 

が
何
時
し
か
I
:記
憶
めf
 

¥
了

っ

た

人

：：
々

5

る
。
第4

章
圖
表
的
解
析(

最
も
簡
單
な
場
骞
1
一
章|

的
解
焚
曲
線
と
方
程
式

)

、：塗
章
極
限
値
-第
四
章
比
率
と
.8
數
、
.

第
.五
章
極
大
極
小
、
樊

章

微
分
方
程
式
の
六葷

荔

百
五

十

頁

織

め

車

賻

の

大

さ2

る

。
..：
：
ー

 

；

■

'各

章

の

表®
に

關

す

：
る

事

柄

は

極

.め
^
明
瞭
耳
つ
平
易
：.に
：記

述

：
さ

れ

て

：
居

り

、
：
：
こ

0
點
 

を

も

與

：
へ

な

い

と

：
思

：
は

れ

る

P
:併
し
珠
の
-
點
に
於
て
本
書
の
儐
値
：が
多
少.割
引
さ
«

亙

づ

：
セ

：殆

ど

常

杧

同

一

,の
費
用
問
題
0
„み

を

取

扱

つ

て

ゐ

；：る

*

^

ば
_

の
她
識
セ
.理
解
せ
し
め
+ら
：る
.か
ど
う
が
と〈

い
ふ
事
で
あ
る
q
飯

に

述

べ

た

通

り

、
、
經
濟
，學

徒

.：の
夫
部
分
ば
數
學
に
關
す
る

1 .

癖 

の
知
識
仗
具へ：：p

ゐ
る
<D
.
:で
あ
O'
て
：、'唯
だ
ぞ
れ
が
經
濟
學
の
諸
問
題
と
遊
離
し
て.ゐ
る
の
が
最
本
の
；.缺
陷
な
0
で
あ
.る
,0
然
ら
ば
特 

に
經
濟
學
徒
ぬ
爲
に
書
が
れ
汔
數
學
書
は
寧
ろ
多
方
茴
に
策
る
諸
胤
題
ぺ
办
應
用
の
邡
亂
性
と
方
法
と
に

®

本
書
0
如
ぐ
1:
1間

題
0
み
舡
繰
返
；へ1>
:

:だ
の
セ
：ぼ
'
^
^

.

.る
を
得
ま
：い0:.
'
:
:
少
ぐ
と
も
»

^
効
^

'

»要
供
給
:>
犏
占
課
撥
負
檐
、
：舺
得
分
配0
如
き
最
^:
屢
：
^

と
通
り
は
說
明
さ
れ
て
然
る
べ
き.で
あ
•ら
う
。
 

;

:

第一1

に
本
書
に
は
必
要
事
項
に
し
て
除
外
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
が
餘
り
に
多
過
ぎ
る
。
例
へ
ば
動
態
經
濟
學
の
最
近
：の

.進
歩
は
。へ
9
ォ
：

ドV

フ
ム
の
如
き
ゴ
ー
«
凾
歟
の̂
用
を
不
»1
»
な
.ら
し
^
る
に
至
つ
た
が
、本
書
に
は
こ
れ
に
關
す
あ
部
分
が̂

ベ
無
い
9

M
に
、
微
、

分
法
^
取
搌
ひ
乍
ら
粮
分
哉
に
獨
れ
な
：い
の
；
|4
本
書
の
最
大
の
缺
陷
と
言
へ
や
う
。
經
濟
學
に
窩
等
數
擧
の
.援
用
さ
れ
る
殆
ど
唯

.

1:.

の
：

根
據
は
、
事
.象
間
に
連
續
的
跑
歡
關
係.の
認
め
ら
れ
る
に
在
る
。
然
ら
ば
微
分
法
と
共
に
.植
分
法
の
^
入
せ
.ら

る

.べ

き

事

は

自

明

の

理

で
あ
.つ
て
、
>
.ラ
ム
敎
授
が
何
故
，前
者
を
論
じ
乍
ら
後
裁
を
除
外
し
た
の
か
、
私
の
到
底
了
解
し
難
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
敎
授
の
繰
返

へ
し
俠
.用
す
.る
費
用
■の

問
題
に
於
て
も
、
積
分
法
が
大
な
る
關
聯
を
持
つ
事
は
何
人
と
强
も
容
易
に
氣

.の
つ
く
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。

.
•、•其
他
說
く
ベ
ぐ
し
て
說
か
れ'て
ゐ
な
い
も
.の
と
し
.て
は
對
數
理
論
や
高
次
曲
線
を
擧
げ
る
事
が
出
來
や
う
。
こ
の
部
門
の
知
識
な
く

し
て
は
^.
日
の
人
口
理
論
の
如
き
は
全
く
理
解/1
5
«
*
.
.
い#'
で

あ

る。
'
.
.
!£
授
が
本
書
を
單
に
經
、濟
學
徒
のみ
な

ら

ず銃
計
學
徒
の
，
便

®

M
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M
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w
w
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I a
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^
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M
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^
a
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^
p
^
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s
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^
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W
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O
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0
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^
 ̂

^
.
0
.
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一
.
.
.
pi
.
T 一
 

■.
 

C
l

四
五
四)

に
も
供
せ
ん
と
す
る
泛
は-如
上
の
.缺
陷
は
一
肝
大
き
く
見
ぇ
る
の
で
あ
る
。
統
計
學
徒
の
爲
に
は
對
靈

_

5

|

_線
は
勿
論
、 

確
率
や
最
小
一
ー
乘
法
の
如
き
特
殊
數
學
も
說
明
さ
れ
.る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
要
す
る
に
本
書
は
と
の

.束
V
:で
：は
：r

.-
x
的
解
說
書 

と
し
て
縷
さ
れ
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
软
授
が
次
の
機
會
に
更
に
こ
れ
を
補
足
し
て
、
表
題
に
應
ば
し
い
內
容
を
盛
ら
れ
ん
事
を 

希
望
し
て
歇
ま
な
い
。

_ 

. 

•
、
，

.
'
.
二

•
’
"

■
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次
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Economists 

(

經
濟
學
者
の
爲
CD
數
學
的
解
柝

)
.

は
ロ
ン
ド
ン
大
學
敎
受
ア
レ
シ
氏
の
勞
作

で

咋

秋

マ

ク
£

ラ
.ン
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
五
吞
.'五
十
質
に
垂
ん
と
す
る
大
赛
で
あ
る
。
序
文
に
，ょ
れ
ば

.こ
ft
•ば
敎
授
が
*-
*
九

三| 

P以 

降

ロ

ン

.ド

シ

大

學

.で

行

つ

た

講

_
を
.編
貘
し
た
も
の
で
、

「

經
濟
祺
徙
に
最
も
劳
霞
方
向
に
展
開
せ
ぢ
れ
た
純
數
學
0
.敎
科
書」

た
る 

を
.

IIIA

と
.す
S'
:#
^
の
；街
八
刀
は
：
初

等

數

學

Q

諸
問
題
、，
例
へ
ば
數.變
數
*凾
數
.圖
示
法
‘
初
等
解
.拆

幾

何

學

等

を

取

扱

ひ

：、

第

西

章
 

>
ら
第
二
S

I

つ
て
兩
數
の
極
■

及
び
連
績
性
ハi

、
指
數
S

、
對
數
_
數
、
ご

？

は

そ

編

逢

變

數
I

數
、 

:i
i
微
分
；：̂

^

^

.極
大
極
*
◎̂
諸

間

雞

植

分
:;
^
、
—
分
方
.
§
^
、
ー.：並
.び

惑

^

^

ふ̂
各
镦
0
問
題
を
極
め
へ
て
：辭
細
に
論
述
し
、 

そ

の1

々
に
つ
き
多
種
多
様
な
經
濟
虹
題
へ
.の
應
用
を
說
明
し
、
同
時
に
無
數

(/
>
數
學
.練
習
問
題
を
收
め
た
も
の
：で
あ
る
。
前
記
の
ク 

ラ
ム
敎
授
の
智
作
に
つ
い

V

和
の
述
べ
た
不
滿
は
本
書
で
は
完
佥
に
充
た
さ
れ
て
.ゐ
る
。
聊

か

逆

證

言

辭

美

ず

れ

ば

、
そ

袅

.餘 

.め

.に
，充

た

さ

れ

過

ぎ

て

，

Q

る
事
が
寧
ろ
本
書•の
.缺
陷
を
成
し
て
ゐ
る
と
言
へ
や
ぅ
。
：
蔻
し
餘
程
0-
:特
志
家
セ
な
^:
限
り
'、
浙
か
る
1|
^
>

‘
翟

■

睛

擇

一

る

第

杜

闲

道

た

著

、

_

得

な

：い.か

奪

*
,る
。
：即

墓

書

は

噩

經

濟

事̂
 

?
参

.考

賓

.
^
'
て

は

识

カ

知

^
可

ら
ざ
る
篇
が
ぁ
る
が
、
全
く
の
素
人
に
と
つ
て
.は

必

ず

し

も

安

じ

；
て
，
撒

薦

.ず
る
事
は
批
來
兼
ね
る0
數 

:

寧

の

微

妙

海

騎
I

局
I

數
學
.に
在
|

農

‘へ
.：な
.い
が
ち
、S

E
Q

如
く
純
數
學
i

す

る

の

，
は

最

も
.

|

|み
で
は
あ
ら
ぅ
が
、
骄
し
聊|

1

過
|

旣
に
世
に
行
は
れ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
、
詳
細
は
そ
れ
ら
に
委
ね
、
成
ゐ
べ
：く
骷
述
を
簡
單
に
す
る

.の
が
得
策
で
あ
ら
ぅ
。
本
書
の
如
く 

純
數
學
の
部
分
が
餘
り
に
多
く
、fi
:っ
：そ

れ

に

關

し

，て

無

數

の

應

_
問

題
.が
與
ベ
ら
れ
て
ゐ
て

.は
、
讀
者
が
或
ひ
は
數
學
の
難
解
さ
を 

感
ず
る
だ
け
で
終
っ
て
了
は
な
い
と
も
限
る
ま
い
。

.
併
し
眞
に
熱
心
に
經
濟
學
の.數
學
的
性
質
を
窮
め
ん
と
す
る
特
志
象
'に
取
っ
て
は
ノ
恐
ら
く
本
書
に
優
る
皮
き
參
考
書
は
な
い
と
斷 

言
出
來
や
ぅ
。
：換
言
す
れ
ば
本
誊
が
歡
迎
さ
れ
る
.程
度
が
經
濟
學
规
の.水
準
の
高
偁
を
皮
映
す
る
と
見
て
も
ょ
い
の
で
あ
っ
て
、

こ
の 

意
脒
で
本
書
が
吾
國
に
大
い
に
行
は
ル
む
事
を
東
心
希
望
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
.本
嘗
が
充
分
に
利
用
さ
れ
る
な
ら
ば
我
國
で
も
今
後
數 

學
的
經
濟
學
は
急
激̂

發
達
を
遂
げ
を
に
相
違
な
い
。&
自
‘身
最
近
極
め
.て
簡
單
.な
數
擧
人
門
書
を
準
備
し
っ
く
あ
る
が
、
本
書
を
見

I 

•
 

•
 

. \

て
は
柳
か
公
開
0
勇
氣
の
.沮
喪
す
る
を
禁
じ
得.な

ぃ

の

で

：
ぁ
.る
。_
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